
社会 第3部

206 インターネット白 書 2 0 0 1

第 5 章   社 会 全 般

インターネットの可能性

インターネットはNPO・NGO活動と

親和性の高いメディアであるとよくいわれ

る。インターネットの特徴であるオープン

で水平的な情報・意見交換のあり方や、

斬新な合意形成と意思決定のしくみは、

ある意味では市民社会のあるべき姿その

ものといえる。このようなネットワーク上

の情報・意見交換のしくみをうまく活用

すれば、個人、組織、そして社会を根本

的に変革できる可能性をインターネット

はもっている。

1990年代の10年間で、インターネット

は商用サービスの登場や既存の多くの通

信システムとも接続したことにより、市

民に爆発的に普及した。一方、コマーシ

ャリズムの色彩も強まり、個人や公共メ

ディアをもビジネスの対象と捉えられるよ

うになってきた。また巨大メディア資本

への情報の集中も進んでいる。

したがって、インターネットは市民社

会の実現にとって必ずしもプラスの側面

ばかりではなく、その政治・経済・社会

的な側面を多面的に把握して制御してい

かなければ、真に有効に活用することは

できない状況となっている。全世界の人

間がこのグローバルコミュニケーションシ

ステムに否応なしに組み込まれる時代と

なった今、それを人類が直面する深刻な

諸問題を解決するために不可欠な道具と

してどう活用していくかが問われている。

NPO・NGOにとっての活用場面　

NPO・NGOにとってインターネットを

効果的に活用することは、重要な課題と

なっている。特に、NPO・NGO活動に重

要な次の活動は、インターネットを活用

することで効果を発揮しやすいものといえ

る。

・イベント、講座の案内

・ボランティアの募集、マッチング

・政策提言

・キャンペーン

・署名集め

・ニュースリリース

これらの活動は、情報発信や情報収集、

分析を自動化することによりいっそうの

効率化を図ることができる部分である。

インターネットの技術や環境はめまぐ

るしく進歩しており、新しい技術を活動

に結びつけていくためには、技術的支援

が不可欠であり、インターネット活用支

援組織などの参加による技術開発が望ま

れる。

日本における

NPO・NGOの利用状況　

NPO・NGOの共同運営によるサイト

「ViVa!ボランティアネット」 で、

2001年 1月から3月にかけて、NPO・

NGOのダイレクトリ類に掲載されている

1200団体のインターネット利用状況を調

査した。その結果は以下の通りであった。

・団体としての公式メールアドレスをも

っている団体 ……………………64％

・ウェブ サイトをもっている団体…37％

団体としてのアドレスを公表していな

くても、通信および情報収集手段として

インターネットを利用している団体を加え

れば、８割以上の NPO・NGO が何らか

の形でインターネットを活用している。ま

た、ウェブ サイトのうち、23％は団体の

独自ドメインによるものだった。専従ス

タッフの人数、予算規模などによる差も

明確に出ており、規模の大きい団体ほど

インターネット上の情報発信を積極的に

行っている。

ただ、ウェブサイトを立ち上げた後、

こまめに更新できている団体は少なく、

効果的なPRの媒体として多面的に活用

している団体は極めて少ない。NPO・

NGOの多くが専従スタッフをもたずにボ

ランティアに支えられている現状を考える

とやむをえないが、NPO・NGOが最低

限の経済的・人的コストで情報を発信で

きる環境の整備が望まれる。

また、現在は情報の受発信手段として

メーリングリストの活用が主流であるが、

今後高速常時接続環境が普及するにつれ

て ウェブサイトの活用にも重点が置かれ

るようになると思われる。

NPO・NGOを経済的に支えるしくみ

インターネット上でNPO・NGOを経

済的に支える試みは、米国においては

eGrants.org や Netaid.org などでオンラ

イン寄付などの試みが始まっている。し

かし、日本ではまだまだ未発達である。

電子商取引（EC）が普及したとはいっ

てもそれは企業間（B2B）や企業と消費

者の間（B2C）での取引についてであっ

た。NPO・NGOや個人どうしの経済価

値交換に適した少額取引は成熟していな

い。カンパの受け付け、会費、購読料の

決済手段として利用したり、インターネ

ット上で簡単にオンラインショップを開店

できる環境の整備が望まれる。

2000年7月、前述の「ViVa!ボランテ

ィアネット」でNPO・NGOへの少額カ

ンパをインターネット上で実現する

「ViVa! 投げ銭システム」が開始された。

このシステムはさまざまな応用が計画され

ており、市民活動を支える手段の1つと

して発展が期待される。

インターネット活用支援組織

以上で述べてきたように、インターネ

ットはこの数年で飛躍的に使いやすくな

り、専門知識がなくても利用できるよう

になってきた。半面、インターネットをめ

ぐる技術や環境がめまぐるしく変わるな

NPO・NGOに必要な情報支援“コンピュメンター”
少額カンパを実現する「ViVa! 投げ銭システム」

NPO・NGO
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かで、次々に新しい技術やサービスが生

まれており、NPO・NGO が効果的にイ

ンターネットを活 用 するためには、

NPO・NGOのためにインターネットの技

術サポートとコンサルティングを行う専門

組織が求められている。

米国ではこのようなインターネット活

用支援組織が、1980年代後半から発展

し て い る 。 前 述 の eGrants.org、

Netaid.org の他、CompuMentorでは

NPO・NGOに「コンピュメンター」す

なわち「コンピュータの師匠」といわれ

るボランティアをNPO・NGOの事務所

などに派遣し、ホームページ制作、LAN

構築などのメディア・情報支援を行って

いる。Impact Online は無償でボランテ

ィアのマッチング作業を行う「Volunteer-

Match」により、数千のNPO・NGOに

数万人のボランティアをリクルートして

きた。

米国と比較すると日本ではインターネ

ット活用支援組織の発達は遅く、「NPO

元年」といわれる1995年以前から活動し

ている団体はわずかしかないが、1997年

ごろから各地でそれぞれの地域に根ざし

た支援組織が立ち上がってきた。今後は

各地域の支援組織の間でノウハウの共有

と蓄積、交流のためのいっそうの連携が

望まれる。いくつか典型的な団体、プロ

ジェクトを紹介する。

■市民コンピュータコミュニケーション

研究会（Japan Computer Access For

Empowerment: JCAFE）

1993年に発足し、国内のさまざまな

NPO・NGOの情報ネットワーク活用支

援、海外のインターネット活用支援組織

との連携などを行ってきた。パソコンや情

報ネットワークに関する啓蒙普及として、

セミナーやシンポジウムの開催、コンピュ

ータやネットワークの利用支援サービス、

IT活用コンサルティングを行い、NPO・

NGO 情報発信支援として「ViVa!ボラン

ティアネット」をさまざまなNPO・NGO

と共同で運営する他、サーバーホスティ

ングサービス、技術スタッフの養成、市

民活動を支えるネットワーク環境作りな

どの活動を行っている 。

■ViVa!ボランティアネット

分散している各種分野のNPO・NGO

情報を集約し、総合的なNPO・NGO情

報の入り口や情報交換の場を作るため、

1997年に市民コンピュータコミュニケー

ション研究会が開設し、その後幅広い分

野のNPO・NGOの参加を得て共同運営

している。各団体のボランティア情報、

イベント情報、ボランティアのマッチング、

さらにホームページ簡易開設システムなど

によりNPO・NGOに情報発信の場を提

供する。またNPO・NGOや市民の間で

の価値循環を活性化させるしくみとして

「ViVa! 投げ銭システム」を提供する他、

インターネット上の市民ビジネスの場とし

てNPOショッピングモールを開設する予

定である。

■ツール・ド・コミュニケーション　

阪神淡路大震災の後、神戸市長田区

のカトリック鷹取教会にできた鷹取救援

基地（外国人支援を柱にしたNPOセン

ター）内の団体の1つ。廃棄されるパソコ

ンを回収、再生して、NPO・NGOなど

の社会活動をしている団体や外国人など

のマイノリティーに提供し、パソコン教室

や修理技能訓練と結びつけて地域の人材

開発につなげていく。

■つなぐねっと

ボランティア団体/民間非営利組織

（NPO）をコンピュータの面からお手伝い

していくべく、名古屋を中心に活動して

いるNPO。中部地域の多くのコンピュー

タボランティアネットワークの1つの結び

目をめざし、ボランティアとして活躍でき

る技術を持った人材の発掘、育成や、そ

うした人々を「つなぐ」システムを築い

ている。

今後の課題と展望

情報技術がますます進化し、コンピュ

ータが社会システムや生活のあらゆる場面

で使われ、さまざまな情報が一瞬で世界

中をかけめぐるこれからの社会の中で、

NPO・NGO がインターネットを活用す

る上での課題として、以下の点があげら

れる。

1）インフラ整備

2）情報リテラシー

3）デジタルデバイド

4）言語

5）セキュリティー

6）プライバシー

7）情報公開

8）ネットワーク規制

NPO・NGOもインターネットも、本

来的に人や組織や情報の流動を活性化さ

せる性質をもっている。したがって

NPO・NGOがインターネットをうまく活

用すれば、いわば社会を沸騰させること

もできるはずである。インターネットを平

和と国際理解に寄与する道具として発展

させ、NPO・NGOが新しい市民社会を

作っていく大きな力となることを願ってい

る。

（浜田忠久　市民コンピュータコミュニケーション研究

会共同代表）

viva.cplaza.ne.jp

www.jcafe.net

図１　「ViVa! ボランティアネット」
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